
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 代表取締役 樋口浩邦 

2024 年 12 月号（vol.129） 

◆すき焼きパーティーに初参加！◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第１２９号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、１１月１日（金）に社内で４回目となるすき焼きパーティーがあり、私自身、初

めて参加してきました。すき焼きパーティーの趣旨については、以前、ひぐちん通信

第１２３号の発行者コラムで、次のように書かせていただきました。 

｢社員同士の親睦を深めるために、社内ですき焼きパーティーが始まるようです。

かつて、伊藤忠商事の伊藤忠兵衛さんは、毎月１と６のつく日に店の者を集め、主

従の区別なく席をともにしてスキヤキを食べる『スキヤキ会』を開いていたと本で知

りました。私から社員に本も渡して提案したところ、月１回からスタートすることに。

場所は社内の食堂。部署を横断して１回につき１０人くらいで実施するとのことで、

これによって社員同士の親睦が、より深められたらいいなと思っています｣ 

その後、社員主導で実施。私はなかなかスケジュールが合わず参加できなかっ

たのですが、今回、初めて参加でき、すごくいい取り組みだなぁと思いました。 

参加者は４つの部署からそれぞれ３～４名ずつの計１０数名。普段、なかなか顔

を会わす機会がない者同士が集まります。人選は安田さんが行っているようです。 

大体、ひとり当たり３０００円程度の予算で済むそうで、飲み物はお中元でいただ

いたものがたくさんあり、今のところ、予算の大半をお肉などの食材にあてることが

できます。そして、そのお肉は某お得意先の社長さんにご紹介いただいた｢肉のは

や志｣さんから仕入れているようなのですが、本当に美味しいお肉でした。 

１７時にスタートしてからあっというまの２時間。今回、私はその場を初めて経験し

たわけですが、社員同士、本当にざっくばらんに会話ができていて、美味しいお肉 

のおかげもあってか、和やかな雰囲気の中、みんな笑顔でコミュニ

ケーションを取ることができ、すごくいいなぁと思いました。 

参加した社員さんたちからも好評で、これを継続していくことで、

社内の部署間の協力がより増えていくことを期待しました。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、丸一鋼販(株)に入社。名古屋営業所で５年間お世話 

になった後、ヒグチ鋼管(株)入社。平成１３年７月に代表取締役就任。 

令和３年１２月に溝口工業(株)を、令和５年７月に(株)三洋精密工業を子会社に。 

趣味：仏道実践・ゴルフ・読書 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

前回、こちらのコーナーでゴルフのスコアについて書かせていただきました。ずっ

と｢１００｣を切ることができなかったけれど、シミュレーションゴルフで週４回練習をし

ていった結果、なんと｢８８｣という好スコアを出すことができましたと。ところがその

後、車の運転座席の（背中部分を隆起させる）調節を間違えたのか、朝起きたら背

中に痛みがあり、当日、ゴルフコンペがあったのですが｢１００｣を切ることができませ

んでした。まずは体の調子を万全に保つことが大事だと改めて思いました。樋口 

①今までは、製品を入れた専用箱を 1 個ずつトラッ
クに手で積んでいたが、専用台を作成して、クレーン
でまとめて積めるようにしました。体への負担軽減に
もなりました。ｂｙ佐多良太 

③無造作に置かれていた製品を整理し、トラテープで
通路を確保しました。ｂｙ辻和樹・濵田静花 

④電卓の数字が薄くなっていたので、シールを貼
りました。ｂｙ中川真理子 

②丸パイプの斜切り後、エグリ加工をセットする時に、
鈍角(86 度)すぎて、ねじれないように合わせるのが大
変だったが、専用の治具を作成して簡単に合わせられ
るようにしました。ｂｙ武田勇・上岡浩二・黒田巧 

⑤見積用のトレイに注文書が混じって入っている事が多々あっ
たので、大きくポップをつけて、「俺は見積用トレイだぞ！」って
自己主張させました。ｂｙ藤田絢子 


